
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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　ホームページ　　http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
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2017
平成29年 

毎
月　

日
号
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成29年6月1日現在
（158人増）89,640人人口
（086人増）45,167人男
（072人増）44,473人女
（97世帯増）39,295世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

　市では、独自の制度として救急医療届出制度を行っ
ています。
　登録の要件を見直し、市民で迅速な救急体制が必要
な方はどなたでも登録できるようになりました。
救急医療届出制度とは
　あらかじめ、住所・氏名・かかりつけ医療機関・緊
急の連絡先等を登録することで、体調が悪くなり119
番通報する時に、登録番号を伝えると救急車が登録さ
れた住所へ出動し、速やかな医療機関への搬送を目的
とする制度です。
■申窓口、電話
■先稲城消防署警防課救急係　1377－7119

　救急要請のごく一部に、適正な救急車の利用とは言えないものが含まれており、本当に必要とし
ている人の所へ救急車の到着が遅れることもあります。
　救急車を呼ぶべきか迷うような場合は救急相談センターへご相談ください。
　また、稲城消防署でも救急テレホンサービス（1377－7119）で医療機関の紹介をしています。

登登録録ししややすすくくななりりままししたた！！
救救急急医医療療届届出出制制度度

ちちょょっっとと待待っってて！！本本当当にに救救急急車車がが必必要要でですすかか？？
救救急急車車はは適適正正にに利利用用ししままししょょうう

携帯電話・ＰＨＳ・プッシュ回線
以外の電話からは1042－521－
2323へお掛けください。

救急車を呼んだ方が
いいのかな？

どこの病院に
行ったらいいの？

こんな時は !

少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少しししししししししししししししししししししししししししししししししでででででででででででででででででででででででででででででででででももももももももももももももももももももももももももももももももも早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく あああああああああああああああああああああああああああああああああなななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたののののののののののののののののののののののののののののののののの元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ少少ししででもも早早くく ああななたたのの元元へへ

救急相談センター

＃7119

社会を明るくする運動、主
な
記
事

（3）　　　青少年の非行・被害防止
（4）シャッター

南多摩駅西・矢野口駅西
（5）　　　　　　　自転車等駐車場
（8）行ってみよう　夏の姉妹都市・友好都市

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

■問稲城消防署警防課救急係 1377－7119■問 稲城消防署警防課救急係　1377－7119

市内の人口増加や高齢化の進行などにより、救急出
動の件数は年々増加しています。稲城消防署では、こ
れらの需要に適切に対応し、一人でも多くの命を救う
ために、救急体制の充実・強化を進めています。

　市内の人口増加や高齢化の進行などにより、救急出
動の件数は年々増加しています。稲城消防署では、こ
れらの需要に適切に対応し、一人でも多くの命を救う
ために、救急体制の充実・強化を進めています。

▲登録者に「救急医療登録カード」
をお渡しします。

119番
通報時に
この番号を
伝えて
ください。

　 Ｑ助 は総務省消防庁が公開している、けがや病気の症状で緊急度を判定するサイトです。急な病
きゅーすけ

気や怪我をした時、該当する症状を選択すると、緊急度に応じ必要な対応が表示されます。詳細は
「総務省消防庁」�をご覧ください。

救救急急車車をを呼呼ぶぶ目目安安にに 全全国国版版救救急急受受診診アアププリリ ＱＱ助助

救急体制の充実・強化
①上平尾消防出張所の設置
　出張所の完成により、救急車の現場到着時間が短縮さ
れました。
②救急医療資機材の充実
　高度な救急処置が行える救急車を導入し、更に薬剤投
与などの医療行為のできる救急救命士12人が活動して
います。
③市民による応急手当の普及
　救命率向上のためには、家族など救急現場に居合わせ
た人による応急手当がとても大切です。そのために市民
を対象としたＡＥＤや応急手当の講習を実施していま
す。
④救急車の適正利用の促進
　下記参照
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
6
月
下
旬
〜
7
月
上
旬
の
作
業
日
・
地
区　

6
／　
（
火
）・
坂
浜
、
6
／　
（
火
）・
大
丸
、
7
／
4（
火
）・
平
尾
、
7
／　
（
火
）・
百
村
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

20

27

11

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

衆
議
院
議
員
選
挙
の

区
割
り
見
直
し
に

つ
い
て

市
長
コ
ラ
ム
No.67

　

４
月　

日
に
内
閣
府
の
「
衆

１９

議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
」

い
わ
ゆ
る
「
区
割
り
審
」
か
ら

安
倍
内
閣
総
理
大
臣
に
小
選
挙

区
の
改
定
案
の
勧
告
が
提
出
さ

れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
５
月　

日
１６

に
は
公
職
選
挙
法
の
改
正
案
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
選
挙
区
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
選
挙
の
度
に
１
票
の
較

差
を
巡
っ
て
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、

最
高
裁
は
３
度
に
わ
た
り
違
憲

状
態
と
の
判
決
を
出
し
て
い
ま

す
。
国
で
は
将
来
人
口
を
踏
ま

え
、
次
回
の
見
直
し
ま
で
の
５

年
間
、
較
差
が
２
倍
未
満
に
な

る
よ
う
暫
定
的
な
見
直
し
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
区
割
り
見
直
し
は
、

合
計　

の
都
道
府
県
が
対
象
と

１９

な
り
、
６
県
で
小
選
挙
区
が
一

つ
ず
つ
減
ら
さ
れ
、　

都
道
府

１３

県
で
区
割
り
の
線
引
き
が
変
更

さ
れ
ま
す
。
区
割
り
が
見
直
さ

れ
る
選
挙
区
は　

選
挙
区
と
な

９７

稲城市長
�橋　勝浩

し
た
の
で
、
テ
レ
ビ
で
ご
覧
い

た
だ
い
た
方
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

勧
告
に
対
し
て
４
月　

日
に

１９

私
か
ら
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
コ
メ
ン
ト
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

稲
城
市
長
の
声
明

①
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審

議
会
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た「
市

区
町
村
の
区
域
を
分
割
し
な
い

こ
と
を
原
則
」
と
す
る
区
割
り

改
定
案
の
作
成
方
針
に
則
り
、

区
割
り
改
定
案
を
作
成
す
る
よ

う
申
し
入
れ
て
き
た
が
、
そ
れ

が
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。

②
国
策
と
し
て
進
め
ら
れ
た
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
所
在
自
治
体
と

し
て
、
地
域
の
一
体
感
の
醸
成

な
ど
に
努
め
て
き
た
本
市
に
と

っ
て
、
そ
の
こ
と
を
損
な
い
、

な
お
か
つ
こ
の
よ
う
な
規
模
の

小
さ
な
市
を
分
割
す
る
区
割
り

案
が
勧
告
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠

に
遺
憾
で
あ
る
。

③
今
回
の
区
割
り
改
定
は
、
平

成　

年
の
国
勢
調
査
の
結
果
に

２７
基
づ
く
暫
定
的
な
措
置
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
３２

の
国
勢
調
査
の
結
果
を
受
け
て

行
わ
れ
る
区
割
り
改
定
に
際
し

て
は
、
市
を
分
割
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
抜
本
的
な
再
見
直

し
を
求
め
て
い
き
た
い
。

　

今
後
と
も
選
挙
区
改
定
の
動

向
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り

ま
す
。

り
、
平
成
６
年
に
衆
議
院
に
小

選
挙
区
制
度
が
導
入
さ
れ
て
最

大
の
見
直
し
で
す
。

　

今
回
の
見
直
し
に
よ
っ
て
、

平
成　

年
の
人
口
推
計
に
よ
る

３２

試
算
で
は
、
最
も
人
口
が
多
い

東
京　

区（　

万
４
８
８
０
人
）

２２

５５

と
最
も
少
な
い
鳥
取
１
区
（　
２７

万
７
５
６
９
人
）の
較
差
が
１
・

　

倍
に
な
る
見
込
み
で
す
。

９９９
　

１
票
の
較
差
是
正
は
当
然
に

必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
に
異
を
唱
え
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
２
倍
未

満
と
な
る
よ
う
見
直
す
に
当
た

り
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市

を
分
割
す
る
こ
と
は
、
に
わ
か

に
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

稲
城
市
は
市
域
全
体
が
東
京

　

区
（
三
鷹
・
調
布
・
狛
江
・

２２稲
城
）に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
勧
告
で
、
坂
浜
・
平
尾
・

長
峰
・
若
葉
台
の
地
区
が
東
京

　

区
（
立
川
・
日
野
ほ
か
）
に

２１移
行
し
、
そ
れ
以
外
の
地
区
が

東
京　

区
に
残
留
と
な
っ
て
い

２２

ま
す
（
イ
メ
ー
ジ
図
参
照
）
。

　

稲
城
市
で
は
昨
年
末
か
ら
総

務
省
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
、

そ
の
都
度
、
分
割
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
強
く
申
し
入
れ
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
聞
き

入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

区
割
り
の
決
定
に
は
市
町
村
が

関
与
す
る
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
は
総
務

省
原
案
の
ま
ま
分
割
さ
れ
て
し

ま
う
恐
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
３

月　
日
に
多
摩
市
と
共
同
で「
区

２１
割
り
に
お
け
る
市
の
区
域
の
分

割
に
つ
い
て
再
考
を
求
め
る
声

明
」を
プ
レ
ス
発
表
し
ま
し
た
。

４
月　

日
に
は
今
回
の
課
題
に

２０

つ
い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
取
り
上
げ
て
く
れ
ま

環境 環境 

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
入

賞
メ
ダ
ル
に
、
不
用
に
な
っ
た
小

型
家
電
に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル

金
属
が
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
が

主
催
す
る
こ
の
取
り
組
み
に
、
稲

城
市
を
含
め
全
国
の
自
治
体
が
小

型
家
電
の
回
収
に
協
力
を
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
以
降
も
持
続
可
能
な

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進
に
繋
が
る
こ

と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

■主
 

東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会

市
内
で
の
回
収

▽
使
用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク

ス　

市
役
所
１
階
、
平
尾
・
若
葉

台
出
張
所
、
各
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
イ
ベ
ン
ト
回
収　
 
Ｉ 
の
ま
ち
い

あ
い

　

台
風
や
強
風
な
ど
の
悪
天
候
に

よ
り
、
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
設
置
し
た
か
ご
が
飛
散
す
る
恐

れ
が
あ
る
時
は
、
資
源
物
回
収
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
次
回
の
回
収
日
ま
で

自
宅
で
の
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
回
収
実
施
の
場
合
で
も
、
飛

散
等
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
で

き
る
限
り
当
日
の
朝
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

悪
天
候
時
の
回
収
に
変
更
が
あ

る
場
合
、
「
稲
城
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

募
集
し
ま
す

農
園
利
用
者

　「いなぎ Free Wi-Fi」は、誰でも利用できる便利な公衆無線Wi-Fiで
す。公共施設や駅などに導入し、平成28年10月から運用しています。
　市の魅力を事業者と一体となり情報発信し、地域経済の活性化を図る
ため、「いなぎ Free Wi-Fi」に参加いただける方に導入経費を補助し
ます。申請方法等は市�をご覧ください。
■対市内に事業所を有する法人、個人（商店、飲食店、レクリエーション
施設、宿泊施設など）

▽募集数　アクセスポイント10カ所（申込先着順）

▽補助対象経費
①光回線の開設に要する経費（回線工事料、契約料）
②光ステーションの設置・設定に要する経費（アクセスポイント設置・設定経費、ＳＳＩＤ設定経
費、ケーブル等の配線工事費）

▽補助額　補助対象経費の全て〔限度額＝アクセスポイント1カ所44,100円（税込）〕
■問経済観光課観光係

　生活のお困りごとを相談できます。早めの相談が解決へ
の近道です。直接ご来場ください（予約も可）。
相談内容
○生活に困っているが、どこに相談してよいか分からない
○久しぶりだが仕事をしたい
○ずっと家にいる時間が長く、今後が不安
○親の年金で暮らしていて、今後に不安がある
○食べるものがない　○滞納、借金が払えない
※自立相談のため、近隣トラブルなどの相談不可
■日6月22日（木）　■時午後1時30分～2時30分（予約可）
■場地域振興プラザ4階

▽参加機関　ハローワーク府中、稲城市社会福祉協議会、
福祉くらしの相談窓口
■問福祉くらしの相談窓口

な
ぎ
市
民
祭
、
く
ら
し
フ
ェ
ス
タ

他▽
宅
配
回
収　

市 　 
を
参
照

HP

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

生生活活をを安安定定ささせせたたいい方方へへ
生生活活自自立立相相談談会会

導導入入事事業業者者をを募募集集

平平成成2299年年度度いいななぎぎ FFrreeee WWii--FFii環環境境整整備備促促進進事事業業補補助助金金
ワイ ファイ

　

夏
休
み
こ
ど
も
村
は
地
域
の
こ

ど
も
た
ち
が
農
業
と
食
を
学
ぶ
体

参
加
者
募
集

東
京
み
な
み
「
夏
休
み

JAこ
ど
も
村
」

▲いなぎ Free Wi－Fi
のステッカー

　

農
家
開
設
型
市
民
農
園
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し

ま
す
（
下
表
参
照
）
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■申
 

は
が
き
〔
必
要
事
項
①
住
所
②

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話
番
号

（
携
帯
電
話
可
）
④
希
望
農
園
名

⑤
生
年
月
日
〕

※
１
世
帯
２
通
以
上
の
応
募
不
可

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
６
月
末
ま
で
に
通
知

■限
 

６
月　

日（
金
）必
着

２３

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
参
加
し
ま
す

悪
天
候
時
の
ご
み
回
収

　

広
報
い
な
ぎ
６
月
１
日
号
３
面

の「
ご
み
を
出
す
前
に
も
う
一
度
、

分
別
の
確
認
を
」
で
、
写
真
の
説

明
文
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。「
火

災
の
原
因
は
特
定
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
」
に
訂
正
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
と
も
更
な
る
ご
み

の
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

募集中の農園

利用料
（年間利用料）利用期間募集区画農園名

（代表地番）

12,000円
（16,000円）

7月1日（土）～
平成30年3月末

6区画
（各20㎡）

後田園
（坂浜2797）①

1,700円
（21,400円）

7月1日（土）
～7月末

1区画
（26.8㎡）

いなぎふれあい農園
（百村191－1）②

4,500円7月1日（土）～
平成30年2月末

1区画
（15㎡）

坂浜農園
（坂浜2930－1）③

中関農園
（押立764）④

平尾第三農園
（平尾1－13－1）⑤

※①・②＝農家開設型市民農園（最長5年間継続可、水道設備有り）、
③～⑤＝ファミリー農園（継続不可、水道設備無し）

験
学
習
で
す
。

※
詳
細
は
「　

東
京
み
な
み
」 　 

JA

HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■対
 

市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年
生

■日
 

７
月　

日（
木
）

２７

■場
 

日
野
市
百
草
・
東
光
寺
地
区

■定
 
　

人
３６

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■内
 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
取
り
、
夏

野
菜
収
穫
の
日
帰
り
農
業
体
験

■費
 

２
千
円

■申
 

電
話
、
メ
ー
ル

■限
 

７
月
１
日（
土
）

■問
 
　

東
京
み
な
み
本
店
地
域
振
興

JA
部　

1　

・　

・
１
０
１
１　

�

０４２

５９４

noukon@
ja

‐ tm
.or.jp

記
事
を
訂
正
し
ま
す



（3）　代表電話は042－378－2111 29・6・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

子育て 
教育 
子育て 
教育 

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

障害 
福祉 
障害 
福祉 

現
況
届
を
受
付
中

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

　犯罪や非行を防止するとともに、罪を犯した人が社会に戻った時に同じことを繰り返さずに済むよ
うな「明るい地域社会」を築きましょう。

社会を明るくする運動ＰＲ活動
　犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について理解を深めていただくため、駅頭や街頭で
ＰＲ活動を行います。

▽稲城市推進委員会構成団体名称　保護司会、更生保護女性会、稲城市、稲城市教育委員会、社会福
祉協議会、自治会、民生・児童委員協議会、青少年委員、東京都薬物乱用防止推進稲城市協議会、青
少年育成地区委員会、東京稲城ロータリークラブ、多摩稲城防犯協会、地区体育振興会、大丸婦人会、
（株）読売巨人軍、東京ヴェルディ1969フットボールクラブ（株）、稲城市商工会　他
駅頭・街頭ＰＲ日
■日7月3日（月）　■時午前7時～8時30分
■場京王よみうりランド駅、稲城駅、若葉台駅、矢野
口駅、稲城長沼駅、南多摩駅、平尾団地バス停など
読売ジャイアンツ球場ＰＲ
■日7月10日（月）　■時午後3時～4時
■場読売ジャイアンツ球場　■問生活福祉課地域福祉係
保護司の活動（右表）
　保護司は法務大臣から委嘱され、保護観察官と協
働で、罪を犯した人の保護観察や更生の手助けを行
い、犯罪・非行を予防するための活動を、関係機関・
団体と協力して行っています。
■問生活福祉課地域福祉係
青少年の非行・被害防止全国強調月間
非行や犯罪から青少年を守ろう
　社会全体で青少年の非行を防止し、また青少年を
犯罪から守り、健全な育成を図るため、関係機関・
団体、地域住民が共通の理解と認識を深め、青少年
の規範意識の醸成と社会環境の浄化を図ることが必
要です。
　青少年の非行防止と保護に対し、ご協力をお願い
します。
■問児童青少年課青少年係

　

「
障
が
い
者
交
流
ひ
ろ
ば
」
が

名
前
を
変
え
て
「
つ
な
が
り
パ
ー

ク
い
な
ぎ
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

知
的
障
害
児
者
や
発
達
障
害
児

者
の
仲
間
と
の
交
流
や
新
し
い
つ

な
が
り
を
目
的
に
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
市
内
の
障
害
者
団
体
の

活
動
紹
介
や
マ
ジ
ッ
ク
、
歌
で
楽

し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

本
人
、
家
族
、
支
援
者
な
ど
市

内
在
住
で
関
心
の
あ
る
方

■日
 

７
月
１
日（
土
）

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■問
 

い
な
ぎ
安
心
安
全
連
絡
会
（
川

本
）　

1　

・
５
１
７
１
・
５
７

０８０

９
３

　

高
齢
者
疑
似
体
験
キ
ッ
ト
を
身

に
着
け
て
、
車
椅
子
・
手
す
り
等

を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。
福
祉
用
具

の
活
用
事
例
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
、
家

６５

族
の
方

■日
 

６
月　

日（
木
）

２２

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

総
合
体
育
館
２
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
金
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

う
よ
う
だ
い　

1　

・
０
０
４
０

３７０

■講
 

菊
地　

一
樹
氏
（
機
能
訓
練
指

導
員
）

■持
 

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
金
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
お　

1　

・
６
０
８
８

３３１

認
知
症
を
知
る

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。基
礎
知
識
を
学
び
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
何
が
必
要
か

を
考
え
ま
し
ょ
う
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方

６５

■日
 

７
月
３
日（
月
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

押
立
の
家
（
押
立　

の
８
）

７２８

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
月
）〜
〕

１９

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

の
く
ち　

1　

・
２
２
０
２

３７０

高
齢
者
出
張
理
髪
サ
ー
ビ

ス
割
引
券

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
長
期

６５

に
わ
た
っ
て
居
宅
で
寝
た
き
り
状

態
に
あ
り
、
介
護
が
必
要
な
方

※
入
院
・
入
所
中
の
方
を
除
く
。

▽
配
布
枚
数　
１
人　
枚
ま
で（
１

１０

千
円
×　

枚
）

１０

※
申
請
日
に
よ
っ
て
枚
数
が
異
な

り
ま
す
。

■申
 

窓
口
（
印
鑑
を
持
参
）

■先
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
、
平

尾
・
若
葉
台
出
張
所

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

「
物
忘
れ
外
来
」
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 

６
月　

日（
金
）

３０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
み
ん
な
の

家
・
稲
城
長
沼
」
（
東
長
沼
１
７

１
３
の
８
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■講
 

菊
田　

恵
義
氏
（
稲
城
台
病
院

　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
に
案
内
を
郵
送

し
ま
し
た
。
６
月
以
降
の
受
給
資

格
の
確
認
の
た
め
、
ご
提
出
く
だ

さ
い
。
対
象
者
で
案
内
が
届
い
て

い
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
場
合
は
、
今
後
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

■申
 

窓
口
、
郵
送
（
特
定
記
録
郵
便

を
推
奨
）

※
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
も
書

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
日

（
左
表
参
照
）

■対
 

０
歳
か
ら
未
就
学
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
及
び
出
産
予
定
の
方

■時
 

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

４５

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

1　

・
０
１
０
６

３７０

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
児
童

館
や
ｉ
プ
ラ
ザ
で
手
遊
び
や
折
り

紙
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
親
子

同
士
が
交
流
で
き
る
き
っ
か
け
作

り
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

■対
 

市
内
在
住
の　

歳
以
上
で
健
康

２０

な
方

■日
 

■内
 

左
表
参
照

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
、
中
央
文
化

セ
ン
タ
ー

■定
 
　

人
１５

■費
 
　

円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
加

３００
入
費
）

■申
 

電
話

■限
 

６
月　

日（
金
）

３０

■先
 

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

1　

・
０
１
０
６

３７０

子
ど
も
の
た
め
の

人
権
無
料
相
談
（
電
話
）

　

学
校
で
の
「
い
じ
め
」
や
家
庭

で
の
虐
待
な
ど
、
誰
か
に
相
談
で

き
ず
に
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り
ま

す
。

※
平
成　

年
度
全
国
一
斉
「
子
ど

２９

開
放
し
て
い
ま
す

中
高
生
の
居
場
所
・
Ｆ
Ｆ

　

Ｆ
Ｆ
（
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｙ　

Ｆ
ａ
ｍ
ｉ
ｌ
ｙ
）
で
は
中
高
生
が

「
ホ
ッ
と
、
く
つ
ろ
げ
る
居
場
所

づ
く
り
」
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
居
場
所
と
思
え
る

よ
う
な
時
間
と
場
所
と
し
て
利
用

で
き
ま
す
。誰
か
と
会
話
し
た
り
、

運
動
し
た
り
、
勉
強
す
る
の
も
自

由
で
す
。

■日
 

毎
週
水
曜
日

■時
 

午
後
４
時
〜
８
時

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
（
陽
だ
ま

り
ス
ペ
ー
ス
、
児
童
館
プ
レ
イ
ル

ー
ム
、
小
会
議
室
）

楽
し
く
交
流
し
よ
う

つ
な
が
り
パ
ー
ク
い
な
ぎ

２
０
１
７

家
族
介
護
者
教
室

介
護
予
防
教
室

歩
い
て
元
気
に
な
ろ
う
！

　

専
用
の
ポ
ー
ル
を
使
い
、
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
歩
き

方
と
そ
の
効
果
を
学
び
、
歩
行
体

験
を
行
い
ま
す
。

■日
 

６
月　

日（
水
）

２８

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

ひ
ら
お
苑（
平
尾
２
の　

の　

）

４９

２０

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０

医
師
）

■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
金
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

の
く
ち　

1　

・
２
２
０
２

３７０

子育てサポーター養成講座
内容期日

○オリエンテーション
○乳幼児の保護者を支えるた
めに大切なこと

7月  3  日（月）

絵本の楽しみ方、読み聞かせ
の仕方実践7月  6  日（木）

傾聴について7月10日（月）

子育てサポーターの活動見学7月13日（木）

子育てサポーターの日
期日会場

6月22日（木）、7月  6  日（木）本郷児童館

6月  8  日（木）、7月13日（木）第二児童館

6月21日（水）、7月19日（水）第三児童館

6月15日（木）、7月13日（木）第四児童館

6月  5  日（月）、7月10日（月）城山児童館

6月13日（火）、7月11日（火）ｉプラザ

類
を
お
預
か
り
で
き
ま
す
。

※
６
月　

日（
金
）ま
で
市
役
所
１

３０

階
ロ
ビ
ー
に
特
設
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
６
月　

日（
土
）の
休

２４

日
開
庁
日
の
み
児
童
育
成
手
当
も

特
設
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。

■限
 

６
月　

日（
金
）必
着

３０

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

も
の
人
権　

番
」
強
化
週
間
の
事

１１０

業
で
す
。

■日
 

６
月　

日（
月
）〜
７
月
２
日

２６

（
日
）

■時
 

〇
平
日
＝
午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
７
時

〇
土
・
日
曜
日
＝
午
前　

時
〜
午

１０

後
５
時

▽
「
子
ど
も
の
人
権　

番
」
電
話

１１０

番
号　

1
０
１
２
０
・　

・　
００７

１１０

（
全
国
共
通
番
号
）

▽
相
談
担
当　
人
権
擁
護
委
員（
東

京
都
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
子
ど

も
人
権
委
員
会
）
、
東
京
法
務
局

人
権
擁
護
部
職
員

■問
 

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部　

1

　

・
５
２
１
３
・
１
２
３
４

０３

■内
 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
の
学
習
支

援
、
ス
ポ
ー
ツ
、
相
談
な
ど

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係
、
い

な
ぎ
Ｆ
Ｆ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
廣
田
） 

1　

・
４
８
５
０

３７９

▲クリスマス会の様子

77月月はは全全国国強強調調月月間間
社社会会をを明明るるくくすするる運運動動、、青青少少年年のの非非行行・・被被害害防防止止
「「犯犯罪罪やや非非行行をを防防止止しし 立立ちち直直りりをを支支ええるる 地地域域ののチチカカララ」」

日野・多摩・稲城地区保護司会　稲城分区名簿
（6月1日現在）

住所氏名
平尾2－36－12 粟  井 　 洋  子 

あわ い よう こ

大丸938 芦  川 　 正  雄 
あし かわ まさ お

百村1072 松  原 　 一  郎 
まつ ばら いち ろう

押立983－4 横  田 　 定  利 
よこ た さだ とし

矢野口1113 原  田 　 正  美 
はら だ まさ み

向陽台4－2　みはらしの家Ｂ－102 門  井  八  重  子 
かど い や え こ

向陽台4－2　みはらしの家Ｂ－601 西  川 　　 毅 
にし かわ たけし

東長沼581 篠  崎 　 誠  一 
しの ざき せい いち

矢野口2284－11グローブスクエア609 角  田 　 政  信 
かく だ まさ のぶ

矢野口486－8 鹿  島 　 正  二 
か しま しょう じ

東長沼2030－3 川  島 　 保  之 
かわ しま やす ゆき

平尾1－28－13 馬  場 　 房  義 
ば ば ふさ よし

百村242－1� 浦 　　 昇 
うら のぼる

東長沼869－8� 木 　 伸  二 
ぎ しん じ

矢野口1569 唐  木 　 洋  子 
から き よう こ

稲城市長� 橋 　 勝  浩 
はし かつ ひろ

長峰3－3杜の二番街3－202 渡  邉 　　 力 
わた なべ ちから

大丸536－5多摩稲城マンション2－605 松  永 　　 健 
まつ なが たけし

坂浜551 池  田 　 教  秀 
いけ だ たか ひで

 　 
たか

 　 
たか
 　 
まつ

認
知
症
ミ
ニ
講
座
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

　同会は、毎年防災訓練を実
施し、住民自らが避難所を開
設できるよう手順や資機材の
使い方を習得する防災講習会
を実施しています。
　こうした活動に対し、東京
都から認定を受けました。
東京防災隣組とは
　向こう三軒両隣などの地域
のつながりを取り戻し、大都
市東京での「共助」の取り組
みを広げることを目的として
います。

向陽台地区連合会
東京防災隣組第六回認定団体に認定（4月23日）

　南多摩水再生センター内の
消防訓練場で、エンジンカッ
ターやチェンソー等の資器材
取扱訓練、ポンプ車の点検要
領を実施しました。また、東
京都消防訓練所講師の指導に
よるポンプ操法訓練も実施し
ました。
　今後も、訓練に励み、地域
の安心安全を守ります。
消防団員募集中
　一緒に災害から稲城市を守
りましょう。詳細は、稲城消
防署防災課消防団係（1377－7119）にお問い合わせください。

稲城市消防団普通教育訓練（5月14日）

　この協定は、市内に地
震等の大規模災害が発生
した場合に、障害物の除
去、緊急自動車等の整備、
オープンスペースの提供
及び運転者を含む搬送車
両の供給並びに物資搬送
を協力していただけるも
のです。

（一社）東京都自動車整備振興会調布多摩川支部と
協定を締結（5月22日）

保険 
年金 
保険 
年金 

税金 税金 

消防署 消防署 

　

対
象
世
帯
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
維
持
管
理
、
地
震
等

に
よ
る
震
災
対
策
、
火
気
及
び
電

気
器
具
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
注

意
事
項
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
住

宅
防
火
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

※
消
防
職
員
が
身
分
証
明
書
を
持

っ
て
伺
い
ま
す
。

■対
 
　

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
救

６５
急
医
療
届
出
加
入
者

■日
 

７
月
３
日（
月
）〜
平
成　

年
３

３０

月　

日
２３

■問
 

予
防
課
査
察
指
導
係　

1　

・
３７７

家
屋
調
査
の
お
願
い

　

平
成　

年
中
に
新
築
・
増
改
築

２９

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
家
屋
調
査
と
は
、
各
部
屋
の

間
取
り
・
使
用
材
料
・
施
工
程
度

な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
、
市
職
員

が
伺
い
ま
す
。

　

調
査
は
事
前
に
文
書
で
ご
連
絡

し
、
日
時
を
約
束
し
て
か
ら
行
い

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を
含

む
）
の
軽
減

　

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師

や
薬
剤
師
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
治
療
の
方
針
な
ど
で
切
り
替
え

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
稲
城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

納期限
6月30日（金）

市・都民税（普通徴収）
（第１期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

当
す
る
住
宅
は
、
新
築
後
一
定
期

間
、
固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

■問
 

課
税
課
家
屋
係

送
付
し
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

お
知
ら
せ

７
１
１
９

【アドボカシー制度の概要】 

市
立
病
院（
患
者
・
ご
家
族
） 

市
立
学
校（
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
） 

相
談
者 

アドボカシー 
相談員 

（アドボカシー担当） 

市立病院 
市立小・中学校 

検討・改善 

審査結果報告 

意　見 

調査・助言 

相談・要望・ 
提案・苦情等 

調査結果等 
報告 

審査結果報告 審査結果報告 

是正等勧告 是正等勧告 

助言・　　 
調査依頼等 

審査申出・ 
報告・意見 

４
人
の
審
査
委
員
が
公
正
・
中
立
な
立
場
で
審
査
し
ま
す
。 

市　長 

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
審
査
会 

　市では、市立病院の患者やご家族、市立学校の児童・生徒の保護者の相
談窓口として、市立病院アドボカシー相談と市立学校アドボカシー相談を
行っています。
　市立病院、市立学校への意見や要望、疑問または苦情などありましたら、
アドボカシー相談員にご相談ください。相談員は、相談者の権利や利益を
擁護する第三者的な立場で、早期解決に向けて対応します。

▽平成28年度の相談実績
市立病院アドボカシー＝29件、市立学校アドボカシー＝6件
■問市民協働課市民生活係

アドボカシー相談　相談日など
市立学校アドボカシー相談市立病院アドボカシー相談区分

毎週火・木曜日毎週月・火・木曜日相談日
午前9時～午後4時午前9時～正午相談時間
複合施設ふれんど平尾3階相談室

※その他の公共施設を希望の場合
は、申し込みの際にお申し出くだ
さい。

市立病院本院1階
アドボカシー相談室相談場所

市立学校や教員に対しての意見、
要望や疑問など

市立病院、医師及び看護師に対し
ての意見、要望や疑問など相談内容

相談希望日の前日までに電話で申し込み申込方法
市立学校アドボカシー相談室
1331－7470

※不在時
市民協働課市民生活係
1378－2286

市民協働課市民生活係
（予約専用電話）
1378－2286

※相談日に、直接アドボカシー相
談室でも申し込めます。

申込先

市市立立病病院院、、市市立立学学校校にに関関すするる相相談談をを受受けけ付付けけてていいまますす
アアドドボボカカシシーー相相談談

中
の
方

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
に
よ
り
、
一
カ
月
当
た
り

の
薬
剤
の
金
額
が　

円
以
上
安
く

３００

な
る
可
能
性
が
あ
る
方

○
通
知
対
象
と
な
る
診
療
で
対
象

薬
剤
を
処
方
さ
れ
て
い
る
方

▽
通
知
の
時
期
（
計
３
回
）

○
７
月
通
知
（
４
月
診
療
分
）

○　

月
通
知
（
７
月
診
療
分
）

１０

　東京都では通勤時の満員電車を緩和し、快適に働けるよう、都
内企業などに時間をずらした出勤形態をお願いしています。詳細
は「時差Ｂｉｚ」�をご確認ください。
■日7月11日（火）～25日（火）
■問時差Ｂｉｚ運営事務局（東京都）　103－3479－0254

○
２
月
通
知
（　

月
診
療
分
）

１１

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

住
宅
防
火
診
断

固
定
資
産
税

時時差差ＢＢｉｉｚｚをを実実施施ししよようう
ビ　ズ
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

ご
利
用
く
だ
さ
い

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
、
大
地
震
に
対
し
、
住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

まち 
づくり 
まち 
づくり 

　熱中症の予防と節電のため、日中猛暑時の避難場所として、熱
中症防止シェルター（涼み処）をご利用ください。
■日7月1日（土）～9月30日（土）
※施設によって開館日時が異なりますので、各施設へお問い合わ
せください。
■場下表参照
■問総務契約課総務係

熱中症防止シェルター（涼み処）
連絡先施設名

1378－3366福祉センター（1階ロビー）

1378－6320※ふれあいセンター百村・東長沼
（福祉センター内）

1378－4682※ふれあいセンター押立
（ジョイハウスたまがわ集会室）

1331－4501※ふれあいセンター坂浜（稲城老人会館内）
1319－2410※ふれあいセンター向陽台（向陽台小学校内）
1331－5143※ふれあいセンター平尾（平尾小学校内）
1379－7730※ふれあいセンター矢野口（矢野口自治会館内）

1370－2284※ふれあいセンター大丸
（オーエンス健康プラザ内）

1331－7156
〔（公財）いなぎグリーン
ウェルネス財団〕

総合体育館（1階ロビー）

1377－2121中央文化センター（1階ロビー）

1378－0567
第二文化センター
（1階ロビー、
　2階生活文化施設やのくち　談話室）

1331－0230第三文化センター（1階ロビー）
1377－4406第四文化センター（1階ロビー）
1379－5411城山文化センター（1階ロビー）

1331－1720ｉプラザ
（1階エントランスホール・図書館入り口前）

1378－7111中央図書館（城山体験学習館）
1350－1131複合施設ふれんど平尾（1階談話室）

※夏季休館日の日程等の詳細は社会福祉協議会（1378－3366）へお問
い合わせください。

　

次
の
案
に
意
見
の
あ
る
方
は
、

縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出
で

き
ま
す
。

■日
 

６
月　

日（
金
）〜　

日（
金
）

１６

３０

■時
 

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

■場
 

都
市
計
画
課
窓
口

※
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
１
階
当

直
員
室
前
で
閲
覧
の
み
可

■内
 

多
摩
都
市
計
画
の
変
更
（
百
村

地
区
関
連
）

①
用
途
地
域
の
変
更

②
高
度
地
区
の
変
更

③
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の

変
更

④
百
村
地
区
地
区
計
画
の
変
更

■問
 

都
市
計
画
課

　

分
か
り
に
く
い
住
所
の
解
消
に

向
け
、
市
民
協
議
会
を
設
立
し
、

町
区
域
の
見
直
し
や
町
名
等
の
住

所
整
理
の
基
本
と
な
る
方
針
の
検

討
を
始
め
ま
す
。

　

委
員
会
は
自
治
会
、
地
域
活
動

団
体
、
事
業
者
、
官
公
署
の
各
団

体
か
ら
の
選
出
者
及
び
公
募
の
市

民
委
員
で
構
成
し
ま
す
。
設
立
に

当
た
り
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で　

歳
以
上
の
方

２０

■定
 

２
人

▽
任
期　

８
月
ご
ろ
〜
平
成　

年
３０

３
月

▽
活
動
回
数
・
時
間　

年
５
回
程

度
、
原
則
平
日
の
２
時
間
程
度

▽
報
償　

無
し

■申
 

持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル

※
履
歴
書
兼
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
と
応
募
の
動
機
（　

字
以
内
）

４００

　

身
近
な
緑
の
創
出
活
動
の
一
環

と
し
て
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

等
に
な
る
樹
木
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
樹
木

①
健
全
で
美
観
上
に
も
優
れ
、
管

受
け
て
い
る
方
は
、
補
強
、
改
良

な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
宅
地
造
成
等
規
制
法
で
定
め
ら

れ
た
区
域
内
で
の
一
定
の
高
さ
以

上
の
切
土
・
盛
土
を
し
た
り
、
擁

壁
な
ど
を
築
造
す
る
時
は
、
事
前

の
許
可
が
必
要
で
す
。

■問
 

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所 

開
発
指
導
第
二
課　

1　

・　

・

０４２

３６４

２
３
８
６
、
稲
城
市
都
市
計
画
課

開
発
指
導
係

新
た
に
定
期
利
用
を
ご
希
望
の
方

は
、
各
管
理
室
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■問
 

南
多
摩
駅
西
自
転
車
駐
車
場
＝

南
多
摩
駅
東
自
転
車
等
駐
車
場
管

理
室　

1　

・
１
７
７
８
、
矢
野

３７７

ごご利利用用くくだだささいい
熱熱中中症症防防止止シシェェルルタターー（（涼涼みみ処処））

　

隣
接
す
る
南
武
線
の
高
架
下
を

整
備
し
、
南
多
摩
駅
西
・
矢
野
口

駅
西
自
転
車
等
駐
車
場
（
定
期
・

一
時
利
用
）
の
増
設
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

▽
増
設
完
了
予
定
時
期

○
南
多
摩
駅
西
自
転
車
駐
車
場
＝

７
月
１
日（
土
）

○
矢
野
口
駅
西
自
転
車
等
駐
車
場

＝
７
月　

日（
木
）

２０

定
期
利
用
契
約
に
つ
い
て

　

定
期
利
用
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち

の
方
に
、
７
月
上
旬
ま
で
に
契
約

手
続
き
に
つ
い
て
、
は
が
き
で
ご

連
絡
し
ま
す
。
満
車
の
場
合
は
空

き
次
第
、
連
絡
し
ま
す
。
な
お
、

口
駅
西
自
転
車
等
駐
車
場
＝
矢
野

口
駅
西
自
転
車
等
駐
車
場
管
理
室 

1　

・
３
９
１
７
（
平
日
＝
午
前

３７９
６
時　

分
〜
午
後
８
時
、
土
・
日

３０

曜
日
・
祝
日
＝
午
前
７
時
〜
午
後

３
時
）

　

梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
長
雨

や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
が

け
や
擁
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
被
害
防
止
の

た
め
に
、
日
頃
か
ら
家
の
周
り
の

安
全
を
確
か
め
、
危
な
い
石
積
み

や
土
留
め
等
は
補
強
改
善
し
、
雨

水
の
排
水
を
良
く
す
る
等
、
安
全

対
策
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
、
関
係
機
関
か
ら
改
善
な

ど
の
措
置
を
取
る
よ
う
に
勧
告
を

を
記
入

※
履
歴
書
兼
応
募
用
紙
は
市
役
所
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各
文
化

セ
ン
タ
ー
、
市 　 
で
入
手
可

HP

■限
 

７
月
７
日（
金
）必
着

※
結
果
は
７
月　

日（
金
）ま
で
に

２１

書
面
で
通
知

■先
 

■問
 

都
市
計
画
課
住
居
表
示
担
当 

� toshikeikaku@
city.

inagi.lg.jp

　

生
垣
の
設
置
費
用
と
既
存
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合

○
新
た
に
生
垣
を
設
置
す
る
（
既

存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
撤
去
し
て

生
垣
に
す
る
場
合
も
含
む
）
。

○
生
垣
用
樹
木
の
高
さ
が
お
お
む

ね　

㎝
以
上
あ
る
。

８０
○
生
垣
の
総
延
長
が
３
ｍ
以
上
あ

る
。

○
幅
が
４
ｍ
以
上
の
道
路
に
面
し

て
い
る
。

※
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
必
ず
工
事
前
に
申
請
し
、
市
か

ら
の
交
付
決
定
後
に
工
事
を
着
手

し
て
く
だ
さ
い
。
工
事
中
や
工
事

完
了
後
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額

①
生
垣
の
新
設
工
事
費
＝
１
ｍ
当

た
り
８
千
円

②
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

費
＝
１
ｍ
当
た
り
５
千
円

※
①
②
の
補
助
対
象
は　

ｍ
ま
で

３０

で
す
。

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

理
が
行
わ
れ
て
い
る
樹
木

②
高
さ
約　

ｍ
以
上
、
か
つ
幹
の

１０

直
径
が
地
上
１
ｍ
の
高
さ
で
約　
５０

㎝
（
周
囲
約
１
・
５
ｍ
）
以
上
の

樹
木

※
区
画
整
理
予
定
地
や
公
共
事
業

予
定
地
は
除
く
。

※
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
補
助
金
額　

１
本
当
た
り
年
額

２
千
円

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

　

東
京
都
水
道
局
で
は
、
手
入
れ

が
で
き
ず
、
所
有
者
が
手
放
す
意

向
の
あ
る
民
有
林
を
購
入
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
は
「
東
京
都
水
道
局
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■限
 

平
成　

年
３
月　

日

３０

３１

■問
 

東
京
都
水
道
局
水
源
管
理
事
務

所　

1
０
４
２
８
・　

・
３
８
９

２１

４
、
1
０
４
２
８
・　

・
３
９
０

２１

７

　市ではドッグラン開設に向け、ボラン
ティアを中心に検討会を実施していま
す。11月ごろには「お試しドッグラン」
も開催予定です。ボランティア参加希望
の方はお問い合わせください。
■対 市内在住の方
■内 ①お試しドッグラン開催準備（当日の
み、時間限定も可）
②ドッグラン開設に向けての検討
③ドッグラン開設後の運営
■問 ドッグラン稲城事務局（土木課緑と公
園係）

募募集集ししまますす
ドドッッググラランン
ボボラランンテティィアア

都
市
計
画
案
の
縦
覧

が
け
や
擁
壁
の安

全
対
策
を

募
集
し
ま
す

稲
城
市
住
所
整
理
市
民
協

議
会
委
員

▲市内にある生垣

▲市内にある保存樹木

振り込め詐欺に注意！
　息子や孫をかたる者から金銭を求める電
話が増加しています。事前に電話番号が変
わったと見せかける電話が多いので、ご注
意ください。

▽対応策
①慌てずに深呼吸をする。
②冷静に考える。
③息子や孫に直接確認する。
自転車等の窃盗に注意！
　自転車等は、監視の行き届いた安全な駐
車場・駐輪場に止め、路上などに放置しな
いようにしましょう。また、自転車には鍵
の着用を徹底し、鍵を2つ付けるツーロッ
クを実施しましょう。
■問多摩中央警察署　1042－375－0110

地地域域安安全全情情報報

増
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す

南
多
摩
駅
西
・
矢
野
口
駅
西

自
転
車
等
駐
車
場

補
助
し
ま
す

生
垣
づ
く
り

募
集
し
ま
す

保
存
樹
木

多
摩
川
上
流
域
の
山
林
を

購
入
し
ま
す

  

川崎街道 

鶴川街道 

旧鶴川街道 

既設の 
自転車等駐車場 

至稲城長沼駅 
増設地 

矢
野
口
駅
 

▲
矢
野
口
駅
西
自
転
車
等
駐
車
場

府中街道 

川崎街道 

既設の 
自転車駐車場 

増設地 

至 多摩市 

至 府中本町駅 

コンビニ 

南多摩駅 

▲

南
多
摩
駅
西
自
転
車
駐
車
場



29・6・15 代表電話は042－378－2111　（6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

６月15日～７月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時 ���� ■問保健センター　1378－3421

地区薬局医療機関日程

東長沼丘の上薬局
1378－3388

立花こどもクリニック
1378－727718日（日）

平尾ひまわり薬局
1331－3300

平尾内科クリニック
1331－822125日（日）

７月の申込受付 �������� ■場■先■問保健センター　1378－3421
備考実施日（7月）対象事業名

前日まで
に予約

26日（水）
平成28年6月1日～平成28年
7月31日に2500g未満で出
生されたお子さん

低出生体重児の
1歳児健康診査

  5  日（水）平成27年6月生まれ2歳児歯科健康診査

21日（金）平成26年12月生まれ2歳6か月児
歯科健康診査

14日（金）妊娠安定期に入られた方妊婦歯科健康診査

22日（土）

初産婦とそのパートナーの方

両親学級
「パパ・ママコース」
（先着18組）

【1コース2日制】
21日（金）
28日（金）

母親学級
「マタニティコース」
（先着20人）

10日（月）第1子の保護者
（平成29年2月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着25人）

2日前まで
に予約14日（金）未就学児と保護者母子健康相談

（個別相談、身体測定）

予約不要18日（火）多胎出生の乳幼児と保護者
（妊婦含む）ふたごの会

※母子健康相談の個別相談は6月20日（火）から予約受け付け

健康 
医療 
健康 
医療 

■問
 

東
京
都
福
祉
保
健
局
薬
務
課　

1　

・
５
３
２
０
・
４
５
０
５

０３

　

血
糖
値
が
高
め
の
方
、
家
族
に

糖
尿
病
の
心
配
が
あ
る
方
、
糖
尿

病
に
な
ら
な
い
た
め
の
４
つ
の
習

慣
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

■対
 
　

〜　

歳
で
医
師
か
ら
運
動
制

３０

６４

限
を
受
け
て
お
ら
ず
、
２
日
間
参

加
可
能
な
方

■日
 

７
月
７
日（
金
）・　

日（
金
）

１４

■時
 

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付
＝
午

後
０
時　

分
〜
）

３０

■場
 

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１５
■内
 

講
話
、
運
動
実
技

■申
 

電
話
〔
６
月　

日（
木
）午
前
９

１５

時
〜
〕

■限
 

７
月　

日（
金
）

１４

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

■申
 

窓
口
、
電
話

■限
 

６
月　

日（
水
）

２８

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

　

第
５
回
稲
城
ふ
れ
あ
い
保
健
・

医
療
ま
つ
り
へ
の
参
加
団
体
を
募

集
し
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
を
ご
覧

HP

く
だ
さ
い
。

■日
 

７
月　

日（
日
）

２３

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■場
 

市
立
病
院
、
オ
ー
エ
ン
ス
健
康

プ
ラ
ザ

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１ ブ

ー
ス
出
展
団
体
募
集

（
第
５
回
稲
城
ふ
れ
あ
い

保
健
・
医
療
ま
つ
り
）

　

妊
婦
さ
ん
同
士
の
仲
間
づ
く
り

や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
ヨ
ガ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■対
 

妊
娠　

週
以
降
で
主
治
医
の
許

１８

可
が
あ
る
方

■日
 

６
月　

日（
月
）

２６

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■内
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
妊

婦
さ
ん
の
た
め
の
ヨ
ガ
（
助
産
師

　

７
月
の
教
室
は「
高
血
圧
教
室
」

で
す
。

■日
 

毎
週
木
曜
日

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
（
１
時
間
程

１５

度
）

■場
 

市
立
病
院
本
館
３
階
講
義
室

■問
 

市
立
病
院
医
事
課
外
来
係　

1

　

・
０
９
３
１

３７７
開
催
し
ま
す

生
活
習
慣
病
教
室

に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
有

り
）

■申
 

電
話

※
詳
細
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

　10歳代まではむし歯に泣かされたのに、大人になってか
らはむし歯で痛む事が少なくなった方はいませんか。これは
簡単に言うと、歯が徐々に硬く強くなるからです。
　生え変わりの時期である小学生から中学生くらいにかけ
て、28本全てが永久歯になります。乳歯も永久歯もエナメル
質表面は未完成で、いわば軟らかい状態のまま口の中に出て
きてしまいます。エナメル質は歯
にとって表層をなすバリアーです
が、生え変わり初期にここが弱け
れば、むし歯は侵入しやすく象牙
質まで簡単に到達してしまいます
（右図参照）。
　むし歯は、歯垢の中の細菌によ
り糖質が分解され作られた酸が、
歯の成分のカルシウム・リンを溶け出させ進行していきます。
このことから、むし歯予防で大切なことは次の4つです。
○可能な限り歯垢を除去する
○糖質を多く含み、歯につきやすい菓子類をなるべく少なく
する
○規則正しい食生活を心掛け歯の再石灰化（※）が期待でき
る時間をとる
※再石灰化とは、エナメル質から溶け出したミネラルが、再
びエナメル質に戻り修復する作用のこと
○フッ素を利用し歯質を早く強化する（フッ素入り歯磨き剤
の使用等）
　小学生の時期は生え変わりが頻繁にあり、常に新しい歯が
存在します。中学生でも12歳臼歯と言われる第2大臼歯はま
だまだ弱い状態です。このような時期、フッ素を塗布するこ
とにより、エナメル質表面はそれを取り込みフルオロアパタ
イトという硬い成分に結晶化されます。実はそのフッ素を多
く取り込めるのも生えて間もない表面が軟らかいこの時期で
す。
　生えて間もない歯は、より時間をかけ丁寧に磨くことが肝
心です。そしてフッ素を効果的に利用して歯の弱い時期をな
るべく早く乗り切りましょう。

稲城歯科医会　小林紀彦

正しい理解でむし歯予防を

むし歯予防

　

対
象
の
方
へ
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
。
日
頃
歯
に
つ
い
て
困
っ
て

い
る
こ
と
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

■対
 

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

３０

日
に　

・　

歳
に
な
る
方

６０

７０

■日
 

６
月　

日（
月
）〜
平
成　

年
３

１９

３０

月　

日
１５

※
歯
科
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除

く
。

■場
 

市
内
指
定
歯
科
医
療
機
関

■内
 

問
診
、
歯
周
組
織
検
査

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
実
費

■申
 

■先
 

受
診
券
が
届
い
た
ら
各
医
療

機
関
へ
直
接
予
約

　

骨
の
健
康
は　

歳
ま
で
の
カ
ル

２０

シ
ウ
ム
量
で
決
ま
り
ま
す
。
子
ど

も
が
自
分
で
意
識
し
て
カ
ル
シ
ウ

ム
を
取
れ
る
よ
う
に
ク
ッ
キ
ン
グ

し
な
が
ら
学
び
ま
し
ょ
う
。

■対
 

小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生

■日
 

７
月　

日（
金
）

２１

■時
 

午
前　

時　

分
〜
午
後
１
時

１０

３０

■場
 

中
央
公
民
館

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１２
※
付
き
添
い
不
可

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、手
拭
き
、

筆
記
用
具

■費
 
　

円
２００

　

食
育
と
は
、
食
に
関
す
る
知
識

と
食
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と

が
で
き
る
人
に
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
食
育

基
本
計
画
で
は
、
食
育
推
進
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月

を
「
食
育
月
間
」
、
毎
月　

日
を

１９

「
食
育
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
き
っ
か
け
に
家
族
で
食

卓
を
囲
み
、
食
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

あ
な
た
の
食
事
は
大
丈
夫
？

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド

　

食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
は
、
１

日
に
「
何
を
」
「
ど
れ
だ
け
」
食

べ
た
ら
良
い
か
を
コ
マ
で
イ
メ
ー

ジ
し
、
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
た
も
の

で
す
。

　

バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
て
、
運
動

を
す
る
と
コ
マ
は
安
定
し
て
回
り

ま
す
が
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

い
と
コ
マ
は
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
「
農
林
水
産
省
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

　

薬
物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認
識

を
高
め
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
都
で
は
、
国
内
外
の
薬
物
乱

用
防
止
を
目
的
と
し
て
、
「
６
・

　

国
際
麻
薬
撲
滅
デ
ー
都
民
の
集

２６い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は「
東
京
都
福
祉
保
健
局
」

 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

　当日は小学生以下、入浴日
現在で満65歳以上（年齢の分
かるものが必要）の方の入浴
料が無料になります。
■日 7月7日（金）
■時 午後2時～10時30分
■場 稲城浴場（大丸221）
※駐車場には限りがあります。
■問 稲城浴場　1377－7222、
稲城市経済観光課商工係

七七夕夕湯湯
（（稲稲城城浴浴場場））

　

地
域
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■対
 

八
王
子
市
、
町
田
市
、日
野
市
、

多
摩
市
、
稲
城
市
在
住
の　

歳
以

２０

上
の
方

※
都
職
員
及
び
該
当
す
る
二
次
保

健
医
療
圏
の
市
職
員
は
除
く
。

■定
 

３
人

▽
任
期　

２
年
以
内

■申
 

作
文
を
郵
送

※
テ
ー
マ
等
は「
南
多
摩
保
健
所
」

 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP■限
 

７
月
７
日（
金
）消
印
有
効

■先
 

■問
 

南
多
摩
保
健
所
企
画
調
整
課

（
〒　

・　

多
摩
市
永
山
２
の
１

２０６

００２５

の
５
）　

1　

・　

・
７
６
６
１

０４２

３７１

調
理
講
習
会

子
ど
も
の
う
ち
に

し
っ
か
り
と
ろ
う

カ
ル
シ
ウ
ム
！

歯
周
疾
患
検
診

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１６

月
は
食
育
月
間

毎
月

日
は
食
育
の
日

１９

糖
尿
病
に
な
ら
な
い
た
め

の
４
つ
の
習
慣
！

（
2
日
間
コ
ー
ス
）

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」

普
及
活
動
（
6
月

日
〜

20

7
月

日
）

19

6
・

国
際
麻
薬
乱
用
撲

26

滅
デ
ー

マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

募
集
し
ま
す

地
域
保
健
医
療
協
議
会委

員

■日
 

６
月　

日（
土
）

１７

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

駅
前
の
保
健
室

（
看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

■場
 

矢
野
口
駅
改
札
前

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　
1　
・３７７

０
９
３
１



（7）　代表電話は042－378－2111 29・6・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

死生観
　日本人の平均寿命が延び続け、高齢化が
進む中で、「どのようにして老い、どこで、
どのような形で人生の最期を迎えるか」と
いう「死生観」が、より良い人生を送るた
めに重要であると、世間一般に広まってき
ています。
意思表示が重要
　日本人は、一般的に、死について考える
ことを避ける傾向があります。しかし、高
齢になり、認知症などの病気が進行すると、
自分の最期の過ごし方について詳しく考え
たり、延命治療の希望などについて意思表
示をすることが難しくなります。ある程度
元気なうちに、家族や周囲の方とよく話し
合い、しっかりと意思を示しておくことが
重要です。
安心して暮らすには
　厚生労働省の調査では、過半数の方が自
宅で最期を迎えることを希望しています。
しかし、実際に自宅で亡くなられる方は 
15％にも満たず、病院で亡くなられる方 
が圧倒的に多いのが現状です。自宅で最期
まで安心して暮らすためには、家族の協力、
訪問介護などの介護保険サービス、行政の
支援などに加え、24時間365日体制で必要
時に往診を受けられる「訪問診療（在宅医
療）」の導入が重要となります。
　具体的に、病院への通院が難しくなり、
ご自宅での看取りも含めて訪問診療を希望
される方は、かかりつけ医の先生に相談す
るか、「いなぎ在宅医療・介護相談室」（1 

377－4964）にご相談ください。
稲城市医師会　 宮  本 　 謙  一 

みや もと けん いち

「死生観」と
「よりよく生きること」

ヘルスメーター
　

６
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、
６
月
１
日
に
定
時
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

▽
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

○
男
性
＝
３
万
６
２
８
９
人

○
女
性
＝
３
万
５
８
９
０
人

○
合
計
＝
７
万
２
１
７
９
人

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　地域振興プラザは会議、研修会などの各種行
事に利用できます。詳細は市�をご確認くださ
い。

▽利用時間　午前9時～午後10時

▽予約方法
①登録申請書を提出し、ＩＤ番号を取得
※登録申請書は市�から入手
②「稲城市公共施設予約システム」�にアクセ
スし、仮予約
③仮予約後、11日以内に窓口で本予約の手続
き及び使用料を納入（使用日まで11日間ない
場合は前日までに納入）
※登録申請書の受付＝平日の午前9時～午後5時
※本予約の手続き時間＝午前9時～午後9時30
分（年末年始を除く）
※使用日の3カ月前の同日より仮予約の申込可
■先 ■問 ＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいな
ぎ　1378－2112

ごご利利用用くくだだささいい
地地域域振振興興ププララザザ会会議議室室

（（下下表表参参照照））

収容目安使用料金（1時間当たり）会議室の種類

30人770円大会議室

24人460円中会議室

18人310円小会議室

表2　個人情報保護制度の実施状況（単位：件）
6（0）開示請求件数
0（0）取下げ件数
4（0）全部開示

開示決定の内容 2（0）一部開示
0（0）非開示
0（0）うち不存在
0（0）訂正請求件数
0（0）利用停止請求件数
0（0）不服申立て

※（　）内は、特定個人情報に係る件数

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
感
じ
た
こ
と
等
を

お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

■日
 

７
月
７
日（
金
）

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

■講
 

種
田　

匡
延
氏（
矢
野
口
在
住
）

■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ　

1　

・
２

３７８

１
１
２

　情報公開制度では、市政に関する市の
説明責任を果たし、公平で透明な行政を
推進するため、市民の皆さんに市が保有
する行政情報の開示を求める権利を保障
しています。
　個人情報保護制度では、市が保有する
個人情報の取り扱いに関するルールを定
める他、市民の皆さんがご自身の個人情
報の開示・訂正・利用停止を求める権利
を保障しています。また、このうち特定
個人情報（マイナンバーを含む個人情報）
については、条例等に特別の定めを置き、
一層の保護措置を講じています。
　平成28年度の各制度の実施状況は下
表のとおりです。
■問 情報管理課文書法制係

情情報報公公開開制制度度とと
個個人人情情報報保保護護制制度度のの

実実施施状状況況

表1　情報公開制度の実施状況（単位：件）
19開示請求件数
5取下げ件数
5全部開示

開示決定の内容 7一部開示
2非開示
2うち不存在
0不服申立て

　

市
で
は
、
様
々
な
社
会
貢
献
活

動
へ
の
市
民
参
加
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
市
民
に
地
域
へ
の
関
心
を

持
っ
て
も
ら
い
、
活
動
へ
の
理
解

と
参
加
を
広
げ
な
が
ら
、
地
域
社

会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
、
市
民
活
動
ポ
イ
ン
ト
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

■対
 

本
制
度
に
よ
り
取
得
ポ
イ
ン
ト

が　

に
達
し
た
方
（
試
行
時
の
ポ

１０
イ
ン
ト
も
含
む
）

※
他
の
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
合
算
で

き
ま
せ
ん
。

※
還
元
は
原
則
ご
本
人
が
お
越
し

く
だ
さ
い
（
委
任
さ
れ
た
場
合
は

要
委
任
状
）
。

※
還
元
は
年
度
に
１
人
１
回

■日
 

６
月　

日（
火
）〜
７
月　

日

２０

２０

（
木
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
５
時　

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
１
階

ポ
イ
ン
ト
還
元
し
ま
す

稲
城
市
市
民
活
動
ポ
イ
ン

ト
制
度

コ
ン
講
習
会
係　

1　

・
２
２
１

３７７

２

■日
 

７
月　

日（
月
）〜
８
月　

日

２４

３１

（
木
）

■場
 

市
内
保
育
園
、
高
齢
者
施
設
、

障
害
者
施
設
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
他

■費
 
　

円
（
保
険
料
）

３００
※
中
学
生
は
無
料

※
保
育
園
希
望
者
は
検
便
費
用
と

し
て
別
途　

円
が
必
要

４２０

事
前
説
明
会

■日
 

７
月
７
日（
金
）

■時
 

午
後
４
時　

分
〜
６
時

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

※
７
月
７
日（
金
）に
参
加
で
き
な

い
方
は
７
月
８
日（
土
）午
後
２
時

〜
３
時
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
う

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■問
 

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
８
０
０

３７８

　

東
京
都
は
、
労
働
者
が
性
別
に

よ
り
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
充

実
し
た
職
業
生
活
を
営
め
る
よ
う
、 

毎
年
６
月
を
推
進
月
間
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
「
支
え
合
お
う
！
男

女
と
も
に
活
躍
す
る
社
会
へ
」
を

テ
ー
マ
に
、
啓
発
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

※
詳
細
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら

く
ネ
ッ
ト
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

東
京
都
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ

ー
事
業
普
及
課　

1　

・
５
２
１

０３

１
・
２
２
０
９

６６
月月
はは
男男
女女
雇雇
用用

平平
等等
推推
進進
月月
間間

た
臨
時
福
祉
給
付
金
担
当
事
務
所

は
、
７
月
７
日（
金
）で
閉
鎖
し
ま

す
。
７
月　

日（
月
）か
ら
は
、
市

１０

役
所
２
階
生
活
福
祉
課
地
域
福
祉

係
が
窓
口
に
な
り
ま
す
。

■問
 

７
月
７
日
ま
で
＝
生
活
福
祉
課

臨
時
福
祉
給
付
金
担
当
（
東
長
沼

２
１
０
６
の
５
マ
ス
ヤ
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
２
階
）　

1　

・
８
８
７
６

３７７

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

７
月　

日
以
降
＝
生
活
福
祉
課
地

１０

域
福
祉
係

　

稲
城
・
府
中
墓
苑
組
合
が
運
営

す
る
「
公
営　

稲
城
・
府
中
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
」
の
墓
地
使
用
者

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
細
は「
申
込
み
の
し
お
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申
 

「
申
込
み
の
し
お
り
」
に
添
付

さ
れ
て
い
る
申
込
書
等
を
郵
送

※
「
申
込
み
の
し
お
り
」
は
市
民

課
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
、
各

文
化
セ
ン
タ
ー
で
入
手
可

■限
 

６
月　

日（
金
）消
印
有
効

２３

■問
 

稲
城
・
府
中
墓
苑
組
合　

1　
・
３７９

９
７
３
１

　

稲
城
の
地
域
情
報
誌
「
グ
レ
ー

ピ
ア
」
を
発
行
し
て
い
る
種
田
さ

ん
に
グ
レ
ー
ピ
ア
を
始
め
た
き
っ

か
け
や
思
い
、
取
材
や
編
集
で
の

■持
 

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
ま
た
は
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共
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29・6・15 代表電話は042－378－2111　（8）

広報いなぎは再生紙を使用しています。 

6.15
第1243号 稲城のイチオシ情報をお届けします 

プラス 

PlusPlus

2017
平成29年 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ　

今
月
後
半
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム　

■問
 

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
１
９
６
９
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
株
）　

1　

・
3
5
1
2
・
1
9
6
9

03

■日
■時
6
月　

日（
土
）午
後
6
時　

分
〜　

愛
媛
Ｆ
Ｃ　

※
稲
城
市
サ
ン
ク
ス
マ
ッ
チ
（
詳
細
は
広
報
い
な
ぎ
5
月　

日
号
8
面
ま
た
は
市
�
を
参
照
）　

■場
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

17

30

VS

15

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよううううううううううううううううううううううううううううううううう ののののののののののののののののののののののののののののののののの姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉姉妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹妹都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友友好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好好都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課（市民税係のみ）、収納課〔過年度分の税外債権（料
金）の納付書の再発行・相談等は行いません〕

※業務内容は、各課へお問い合わせください。

次の休日開庁日は6月24日（土）

表1　助成額・助成泊数

助成泊数助成額
（1泊分）区分

毎年度3泊まで
4,000円大人（満12歳

以上）大空町
3,000円小人（満3歳以

上満12歳未満）
相馬市・
野沢温泉村
各毎年度
2泊まで

2,500円大人（満12歳
以上）相馬市・

野沢温泉村 1,500円小人（満3歳以
上満12歳未満）

※ただし、宿泊料金を限度とする。

表2　予約窓口
電話番号予約窓口

0152－74－2108ホテル湖南荘大空町 0152－74－2343湯元ホテル山水
0244－38－7111なぎさの奏　夕鶴

相馬市

0244－26－5456
ホテル 
エム　アンド　エム
相馬

0244－38－8013旅館　かんのや
0244－35－3722ホテルコーラス相馬

0244－35－1121相馬ステーション
ホテル

0269－85－3155野沢温泉観光協会野沢温泉村
※野沢温泉村の助成対象の宿泊施設は200カ所以上ありま
す。詳細は、パンフレットまたは稲城市�をご覧ください。
予約は必ず野沢温泉観光協会にしてください。

友好都市・福島県相馬市
相馬野馬追〔7月29日（土）～31日（月）〕
　一千余年の歴史があり相馬市が誇る行事。約500余
騎の騎馬武者が戦国時代絵巻を繰り広げます。
相馬野馬追バスツアー〔7月29日（土）・30日（日）〕
　野馬追の観覧と福島市の桃狩り等を楽しめる東京発
のバスツアーです。詳細は「こらんしょふくしま」�
をご覧いただくか、お問い合わせください。
■問相馬市商工観光課　10244－26－4848

友好都市・
長野県野沢温泉村
アウトドアスポーツ
　ブナの原生林が密生し、神秘的な景観の上ノ
平高原。森林浴をしながら、トレッキングがで
きます。また、野沢温泉スキー場ではマウンテ
ンバイクなども楽しめます。
■問野沢温泉村観光産業課　10269－85－3114

利用方法

■問助成の申請について＝ＮＰＯ法人市民活動
サポートセンターいなぎ　1378－2112
制度の内容について＝市民協働課協働推進係

　市では、姉
妹都市・北海
道大空町（当
時は女満別
町）と住民相
互の交流を深
められるよ
う、平成7年
から10年間、青年交流事業を行っていました。
　この事業をきっかけに、稲城市の女性が、大空
町の青年と結婚し、神野天杜くんが誕生しました。
天杜くんは、2歳になる前からカメラに親しみ、
7歳の誕生日には、「本物の一眼レフカメラ」を
手に入れ、地元北海道の景色などを撮影し、地元
のフォトコンテストでは、ジュニア部門でグラン
プリを受賞し、周囲を驚かせました。
　しかし昨年2月、突然の病に伏し、9歳の短い
生涯を閉じました。
　一周忌の日に、両親が天杜くんが好んで撮った
風景や乗り物などを選んだ写真集「ぼくのたから
もの」を自費出版され、この度、市立図書館へ寄
贈されました。
　中央図書館では、天杜くんの特設コーナーを設
け、7月末まで開催しています。
　ぜひお越しいただき、展示をご覧ください。
■問中央図書館　1378－7111

中央図書館で開催中

～～ここどどももカカメメララママンン神神野野天天杜杜写写真真集集～～
じん の たか と

「「ぼぼくくののたたかかららもものの」」

予約窓口（表2参照）に電話で予約
※予約時に助成券利用の旨を伝え
る。インターネット予約不可

１

申請書を持参または郵送

▽受付日　利用日の30日～14日前

▽提出先　ＮＰＯ法人市民活動サポ
ートセンターいなぎ（〒206－0802
稲城市東長沼2112－1地域振興プラ
ザ1階、午前10時～午後5時）

２

助成券を受け取る

▽受取先　提出先と同様
※申請時、返信用封筒（要82円
切手・宛先）を提出された場合、
助成券を郵送します。

３

宿泊施設で、入室手続（チェッ
クイン）時に助成券を提出４

おお得得・・宿宿泊泊・・大大満満足足 宿宿泊泊費費助助成成
　市では姉妹都市・友好都市との市民交流が活発になるよう、市の指定する宿泊施設を利用する方へ、
宿泊料金の一部を助成しています。
　助成券を利用して、姉妹都市・友好都市への旅行をしましょう。
■対市内在住・在勤・在学の方　 ▽助成額・助成泊数　表1参照　 ▽宿泊施設の予約窓口　表2参照

▽パンフレット・申請書　市役所総合案内、市民協働課、平尾・若葉台出張所、地域振興プラザで入手可

行行っっててみみよようう のの姉姉妹妹都都市市・・友友好好都都市市

　昨年はカップルが10組以上成立した「いな恋パーティー」。アットホームな街コンイベントで素敵な出
会いを見つけましょう。
　今回は稲城の散策＆飲食パーティーです。稲城長沼駅からグループごとに自由に散策しながらパーティー
会場のイナキッチンまで向かいます。散策中にペアリーロード商店街で使えるお買い物券もつきます。
■対27～40歳の独身男女
■日7月29日（土）　■時午後3時～6時30分
■場イナキッチン　※集合場所＝稲城長沼駅、解散場所＝イナキッチン（稲城駅徒歩3分）
■定男女各12人
※最少催行人数は14人です。また、14人以上でも男女比が大きく偏っている場合には中止となります。
■内市内の散策・お買い物、飲食パーティー
■費男性4,500円、女性3,000円（当日集金）
■申■先「いな恋パーティー」メールフォーム　※詳細は市�をご覧ください。
■限7月16日（日）　■問経済観光課観光係

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
姉妹都市・北海道大空町
めまんべつ観光夏まつり
〔7月29日（土）、30日（日）〕
　網走湖女満別湖畔で行われる、夏を彩る最大
のイベント。水上花火大会（29日）や北海道ド
ラゴンボート競技会（30日）など女満別湖畔な
らではのアトラクションが盛りだくさんです。
■問ＮＰＯ法人オホーツク大空町観光協会　1 

0152－74－4323、大空町産業課商工グループ 
10152－74－2111

パン屋などペアリー
ロード商店街で使え
るお買い物券つき！


